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継
続

業
を
中
心
に

四
月
は
統
一
地
方
選
挙
で、

二
十
三
日
は
市
長

・
市
議
会
級
品
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
そ
の

た
め
、
当
初
予
算
は
骨
格
予
算
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
初
予
算
で
措
置
し
な
け

れ
ば
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
す
も
の
や
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、
優
先
的

に
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
主
な
予
算
の
内
容
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
収

入
は
、
個
人

・
法
人
市
民
税
に

わ
ず
か
な
が
ら
好
転
の
き
ざ
し

が
見
え
て
い
ま
す
。
平
成
七
年

度
は
、
個
人
市
民
税
に
か
か
る

特
別
減
税
を
合
わ
せ
、
約
二
十

二
億
七
千
万
円
の
減
税
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
、
市
税
金
体
で

は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
ほ
ぼ

同
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
競
輪
事
業
特
別
会
計

か
ら
の
繰
入
金
は
、
売
り
上
げ

の
伸
び
悩
む
中
で
、
見
込
み
で

き
る
額
を
措
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
平
成
七
年
度
の

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
六
百

六
十
八
億
九
千
五
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

生
活
・
福
祉
環
境

防
災
計
画
の
見

直
し
と
充
実
を

民
生
費
は
、
地
域
福
祉
サ
1

ピ
ス
の
拠
点
と
し
て
、
二
年
継

続
事
業
で
整
備
を
進
め
て
い
る

仮
称
南
部
福
祉
会
館
の
建
設
で

す
。
こ
れ
は
、
急
速
に
進
展
す

る
高
齢
化
社
会
に
向
貯
て
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
各
種
相
談
を

始
め
、
機
能
訓
練
用
の
温
水
ブ

ー
ル
等
を
備
え
た
地
域
福
祉
サ

ー
ビ
ス
活
動
の
拠
点
と
な
る
も

の
で
、
平
成
八
年
の
春
に
完
成

す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
こ
の

仮
称
南
部
福
祉
会
館
は
、
地
区

体
育
館
、
地
区
図
古
館
を
併
設

し
た
複
合
施
設
と
し
て
整
備
し

て
い
ま
す
。

衛
生
費
で
は
、
遠
藤
原
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
第
一
期

施
設
が
、
平
成
八
年
度
で
ご
み

の
埋
め
立
て
が
限
界
に
達
す
る

こ
と
か
ら
、
第
二
期
埋
め
立
て

施
設
の
整
備
を
平
成
六
年
度
か

ら
三
か
年
継
続
事
業
で
整
備
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
完
成
す
る

と
、
平
成
二
十
三
年
ま
で
の
十

一般会計 668億 9，500万円

競 輪 !JJ 言長 ~ 昔十 290億 4，100万円

特 国民健康保険 事築会計 115億 0，650万円

下水道事業会計 124億 6，260万円

男リ 都市施設用地取得事業会計 7億 3，757万円

食 肉センター会計 8，400万円

会 交通災容共済事提会書十 4，640万円

水産物地方卸売市場事業会計 2.220万円

雪十 総合公園用地取得事業会計 8億 0.672万円

老人 保健 医療事業会計 112億 4.470万円

晋十 659億 5，169万円

構 院 司E 業 会 雷十 111億 6，700万円

tZ司h 言十 1，440億 1，369万円

平成 7年度会計 別予算

五
年
間
、
ご
み
を
埋
め
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
防
費
は
、
消
防
自
動
車
の

計
画
的
な
更
新
を
図
る
と
と
も

に
、
先
の
兵
庫
県
南
部
地
震
の

教
訓
を
も
と
に
、
当
面
必
要
と

す
る
備
菩
品
の
予
算
措
置
を
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
は
、
阪
神
大
震
災
の

調
査
団
等
の
報
告
や
県
が
進
め

て
い
る
被
害
想
定
の
見
直
し
を

も
と
に
、
抜
本
的
な
改
正
を
図

り
ま
す
。

教
育
・
文
化
環
境

教
育
ビ
ジ
ョ
ン

研
究
を
進
め
る

教
育
費
で
は
、
教
育
委
員
会

の
独
自
性
を
尊
重
す
る
中
で
、

二
十
一
世
紀
に
向
甘
た
平
塚
市

の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す

た
め
、

「二
十

一
世
紀
を
目
指

す
教
育
研
究
会
」
を
設
置
し
て

研
究
を
進
め
ま
す
。

ま
ず
、
児
賞
、
生
徒
の
世
か

な
感
性
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
体

験
学
習
な
ど
を
中
心
と
し
た
ふ

れ
あ
い
教
育
活
動
を
推
進
し
ま

す
。
施
設
整
備
は
、
老
朽
化
し

た
相
模
小
学
校
の
大
規
模
な
改

修
工
事
を
行
う
と
同
時
に
、
プ

ー
ル
も
建
設
し
ま
す
。

幼
稚
園
教
育
で
は
、
幼
児
一

人

一
人
の
発
達
の
特
性
に
応
じ

た
、
連
続
性
の
あ
る
保
育
を
目

指
し
た
研
究
を
進
め
ま
す
。
ま

た
引
き
続
き
金
目
幼
稚
園
の
二

年
保
育
の
試
行
を
進
め
ま
す
。

社
会
教
育
費
で
は
、
文
化
活

動
の
推
進
を
図
る
た
め
、

ル
ー

マ
ニ
ア
美
術
展
を
は
じ
め
五
回

の
企
画
展
を
開
催
し
、
市
民
文

化
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

一
方
、
国
民
体
育
大
会
は
、

平
成
十
年
に
神
奈
川
国
体
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
本
市
で
聞
か

れ
る
野
球
、
卓
球
、
自
転
車
、

テ
ニ
ス
の
四
種
目
の
受
け
入
れ

準
備
を
進
め
ま
す
。

都
市
環
境

日
向
岡
ト
ン
ネ

ル
工
事
進
む

土
木
費
は
、
湘
南
な
ぎ
さ
プ

ラ
ン
の
拠
点
と
し
て
、
建
設
を

進
め
て
い
る
仮
称
湘
南
ひ
ら
つ

か
ピ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
事
業
費

を
、
引
き
続
き
計
上
し
て
い
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
は
七
月
の
予
定

で
す
。
ま
た
、
西
部
丘
陵
と
市

街
地
を
結
ぶ
拠
点
と
し
て
、
整

備
を
進
め
て
い
る
仮
称
日
向
岡

ト
ン
ネ
ル
の
第

一
期
事
業
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
今
年
度
は

十
九
億
五
千
四
百
万
円
の
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
開
通
は

平
成
十
年
の
予
定
で
す
。

産
業
・
経
済
環
境

新
港
は
平
成
十

三
年
に
完
成
を

農
林
水
産
貨
は
、
地
域
漁
業

の
活
性
化
と
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
の
共
存
を
目
指
し

て
、
撒
業
や
遊
魚
な
ど
の
多
様

な
機
能
を
備
え
た
新
し
い
港
を

外
海
に
建
設
し
て
い
ま
す
。
平

成
七
年
度
の
予
算
は
七
億
六
千

六
百
二
十
万
円
で
す
。
完
成
は

平
成
十
三
年
の
予
定
で
す
。

市
内
中
小
企
業
の
住
工
混
在

の
解
消
を
目
的
に
、
計
画
的
に

事
撲
を
進
め
て
い
る
商
工
費
の

仮
称
東
豊
田
工
業
団
地
は
、
委

託
先
の
県
企
業
庁
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
引
き
続
き
事
業
の

推
進
に
向
け
、
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

ー砂砂砂 ・-
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『
の
五
区
間
、

三
十
一

・
九

4
J
Mで
行
わ
れ
ま
し
た
。

一

こ
の
大
会
で
、
二
年
間

一

の
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
不
二

一

家
チ
l
ム
が
、
五
位
入
江

一

を
果
た
し
ま
し
た
。
平
均

一

年
齢
が
五
十
歳
近
い
チ
1

一

ム
で
、
か
つ
て
十
八
連
瑚

一

し
た
と
き
の
メ
ン
バ
ー
が

一

今
大
会
で
も
活
躍
さ
れ
た

一

と
の
こ
と
で
、
不
二
家
平

一

塚
工
場
の
選
手
の
み
な
さ

一

ん
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

一

監
督
の
新
藤
さ
ん
は
、

一

「
今
回
、

選
手
が
集
ま
っ

一

た
の
で
、
六
位
入
賞
を
目

一

指
し
、
健
康
で
完
走
で
き

一

れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
た

一

の
に
、
五
位
に
入
口
し
た

一

の
で
上
出
来
」
と
の
乙
と

一

で
し
た
。

.
}

選
手
の
み
な
さ
ん
は
、

1. 

勤
務
の
関
係
で
一
緒
に
練

習
が
で
き
な
い
そ
う
で

す
。
勤
務
終
了
後
に
一
時

間
く
ら
い
練
習
す
る
一
区

吉
野
宮
夫
さ
ん
(
印
歳
)

を
は
じ
め
、
平
日
朝
食
前

に
二
時
間
半
ほ
ど
散
歩
し

な
が
ら
、
七
、
八

J
M走

り
、
時
に
は
自
宅
か
ら
十

六
、
七
J
討
を
マ
ラ
ソ
ン

で
出
勤
さ
れ
る
と
い
う
区

間
口
を
と
ら
れ
た
ニ
区
北

村
泰

一
さ
ん
(
臼
歳
)
。
犬

の
散
歩
が
て
ら
毎
日
四
、

五
十
分
走
る
と
い
う
三
区

山
岸
勇
さ
ん
(
日
歳
)
。

「シ
ー
ズ
ン
ラ
ン
ナ
ー
な

ん
で
す
」
と
言
い
な
が
ら

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
毎

日
欠
か
さ
な
い
五
区
三
川

一
秋
さ
ん
(
叩
歳
)
。
こ
の

日
は
不
在
で
し
た
が
、
四

区
石
塚
博
幸
さ
ん
(
刊

歳
)
も
、
若
い
時
は
練
習

の
虫
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
練

習
の
方
法
や
量
は
違
っ
て

も
、
各
々
自
分
の
ぺ
1
ス

で
、
健
康
で
走
れ
る
こ
と

が
良
い
と
い
う
ζ
と
で
し

た
。
み
な
さ
ん
「
つ
わ
も

の
」
と
い
う
よ
り
甘
い
香

り
の
中
、
や
さ
し
い
穏
や

か
な
印
象
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
健
康
で
永
く
ご
活

蹴
を
。

• • • 



(2) 平成ア年4月 15日広報ひらつか

二
月
二
十
三
日
か
ら
聞
か
れ

て
い
た
市
犠
会
三
月
定
例
会
が

三
月
二
十
日
閉
会
し
た
。
今
議

会
に
は
平
成
七
年
度
当
初
予
算

な
ど
二
十
二
議
案
が
提
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
た
。
主
な
議
案
は
次

の
と
お
り
。

平成7年度の主な事業

8億3，633万円

7億6，621万円

6億7，000万円

2億2，298万円

3億 5，255万円

1億 1，614万円
-
平
塚
市
選
挙
公
報
の
発
行
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

マ
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
同
法
の
引
用
規
定
等

の
整
備
を
行
う
も
の
。

-
平
塚
市
特
別
会
計
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

マ
市
施
行
の
都
市
改
造
事
業
に

つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
度

か
ら
事
業
の
促
進
を
図
っ
て
き

た
が
、
昭
和
六
十
三
年
十

一
月

に
す
べ
て
の
換
地
処
分
が
完
了

し
、
そ
の
後
、
保
留
地
も
処
分

で
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
六
年

度
を
も
っ
て
都
市
改
造
事
業
特

別
会
計
を
廃
止
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

-
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計

画
税
の
納
期
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
地

価
下
落
に
対
応
し
て
臨
時
的
な

特
例
措
置
の
創
設
に
関
す
る
地

方
税
法
の
一
部
改
正
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
七

年
度
分
の
固
定
資
産
税
お
よ
び

都
市
計
画
税
の
納
期
を
、
通
常

の
年
度
よ
り
一
か
月
遅
ら
せ

て
、
五
月

一
日
か
ら
同
月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
も
の
。

av平
塚
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
被
保
険
者
間
の
負
担
の
公

平
、
近
隣
各
市
の
状
況
等
を
勘

第 549号

5億 8，359万円

19億5，400万円

2億 9，162万円

58億 4，448万円

2，990万円

構成比

64.3% 
2.1% 
1.1% 
1.3% 
1.9% 
7.5% 
3.9% 
1.0% 
6.4% 
8.8% 
1.7% 

0.8% 
11.4% 
20.8% 
11.1% 
0.9% 
2.2% 
1.4% 

22.7% 
3.9% 
13.4% 
8.8% 
2.4% 
0.2% 

一般会計予算(668億9，500万円)

430億3，116万円

14億1，000万円

7億0，000万円

8億4，871万円

12億7，537万円

50億4，391万円・
26億3，752万円

6億5，000万円

42億4，821万円

58億9，924万円

11億5，088万円

5億5，095万円

76億1，964万円

139倍、1，201万円

74億1，585万円

5億9，670万円

14億9，842万円

9億3，490万円

151億5，528万円

25億8，232万円

89億7，159万円

59億1，808万円

16億3，925万円

l億0，000万円

資
質
拘
H
m
H

資
資
料
H

資

資

質

費

金

賀

。歳入
市 税
地方議与税

自動車取得税交付金

分担金および負担金

使用料および手数料

国庫支出金

県支出金

繰 越金
諸収入

市償

その他

業

.6. 
= 
務

生
生
{動

水 産

工
木

防

育

償
支出

備

出タ
雲
仙
民
衛
労
門
医
商
土
消
教
公
諸
予

林

案
し
、
平
成
七
年
度
分
課
税
か

ら
現
行
の
四
十
六
万
円
を
五
十

万
円
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
改

正
を
行
う
も
の
。

A

守
平
塚
市
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

マ
ビ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を

控
え
て
、
温
水
シ
ャ
ワ
ー
お
よ

び
売
庖
の
施
設
使
用
料
を
定
め

る
た
め
、
所
定
の
改
正
を
行
う

も
の
。
温
水
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用

料
は

一
回
百
円
。

-
平
塚
市
体
育
施
設
お
よ
び
学

校
運
動
場
夜
間
照
明
施
設
の
設

置
お
よ
び
管
理
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
横
内
小
学
校
運
動
場
の
夜
間

照
明
施
設
の
完
成
に
伴
い
、
そ

の
名
称
、
位
置
を
定
め
る
と
と

も
に
、
当
該
施
設
の
使
用
料
を

定
め
る
も
の
。
使
用
料
は
、
ほ

か
の
施
設
と
同
額
の
二
時
間
半

で
三
千
円
。

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
は
4
月
お
日
ま
で
に

-
保
険
料
の
改
定

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平

成
七
年
四
月
分
か
ら
月
額
一
万

一
千
七
百
円
に
な
る
。
こ
れ
は
、

支
給
さ
れ
る
年
金
額
の
水
準
を

保
つ
た
め
に
改
定
さ
れ
る
も
の

で
、
付
加
保
険
料
は
四
百
円
で

変
わ
ら
な
い
。

-
保
険
料
の
前
納
割
引
制
度

平
成
七
年
四
月
分
か
ら
八
年

三
月
分
ま
で
の

一
年
分
の
保
険

料
を
ま
と
め
て
四
月
二
十
八
日

(
金
)
ま
で
に
納
め
る
と
、
定

額
保
険
料
は
三
千
一
一一百
九
十

円
、
付
加
保
険
料
は
百
二
十
円

割
り
引
か
れ
る
。
ご
利
用
を

0

.
保
険
料
の
免
除
制
度

病
気
、
失
業
、
倒
産
、
営
業

不
振
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
な
人
は
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ご
相

談
を
。

.
平
成
六
年
度
分
の
保
険
料

平
成
六
年
四
月
分
か
ら
七
年

三
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、
四

月
二
十
八
日
(
金
)
を
過
ぎ
る

と
お
手
元
の
納
付
哲
で
は
納
め

ら
れ
な
く
な
る
。
ご
注
意
を
。

四
月
一
日
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ

イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
内
容
が

一
新

さ
れ
た
。

電
話
を
か
け
、
説
明
に
し
た

が
っ
て
簡
単
な
操
作
を
す
る
だ

け
で
手
軽
に
様
々
な
情
報
を
二

十
四
時
間
、
年
中
無
休
で
取
り

出
せ
る
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
。
平

成
五
年
一
月
か
ら
、
市
役
所
へ

補
正
は
幻
億
円

平
成
六
年
度
の

一
般
会
計
三

月
補
正
予
算
額
は
、
七
億
四
千

二
百
二
十
一
万
八
千
円
。
特
別

会
計
を
加
え
た
全
会
計
で
は
、

三
十
七
億
六
千
九
百
四
十
五
万

一
千
円
の
補
正
と
な
る
。

こ
の
結
果
、
既
定
予
訴
と
合

わ
せ
た
累
計
額
は
、

一
般
会
計

で
七
百
五
十
三
億

一
千
五
十

一

万
八
千
円
、
全
会
計
で
一
千
六

百
九
十
九
億
九
千
六
百
九
十
三

万
五
千
円
と
な
っ
た
。

※
国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
保
険
年
金
課
年
金
係

(
内
線
二
五
二
へ
。

加
歳
に
な
っ
定
ら

平
成
三
年
四
月
か
ら
二
十
歳

以
上
の
人
は
全
員
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
。
二
十
歳
以
上
で
あ
れ
ば

大
学
生
や
専
門
学
校
生
な
ど
も

含
ま
れ
る
。

こ
れ
は
、
将
来
老
齢
基
礎
年

金
が
満
額
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
、
在
学
中
に
障
害
者
に
な

つ
で
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
貯

ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
を

な
く
す
た
め
で
あ
る
。

-m歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民

年
金
の
加
入
届
け
出
(
第
1
号

被
保
険
者
)
を
:・印
鑑
が
必
要

.
初
歳
で
既
に
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は

届
貯
出
の
必
要
は
な
い

・
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
に
扶
聾
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
の
場
合
は
届
け
出
(
第
3
号

被
保
険
者
)
が
必
要
と
な
る
:・

印
鑑
、
年
金
手
帳
、
健
康
保
険

証
等
が
必
要

マ
保
険
料
は
月
額

一
万
一

千
七

百
円

マ
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
本
人
が
申
請
を

※
担
当
保
険
年
金
課
年
金
係

(
内
線
二
五

二

課
税
台
帳
が

縦
覧
で
き
る

四
月
二
十
四
日
(
月
)
ま
で

平
成
七
年
度
の
固
定
資
産
線
税

台
帳
が
ご
覧
に
な
れ
る
。
印
鑑

を
お
持
ち
に
な
っ
て
資
産
税
課

へ
お
越
し
を。

平
成
七
年
度
の
税
制
改
正
で

は
現
行
の
各
種
負
担
調
整
措
置

に
加
え
て
、
評
価
の
上
昇
程
度

に
応
じ
た
新
た
な
臨
時
的
特
例

が
導
入
(
平
成
七

・
八
年
度
)

さ
れ
る
。
と
れ
に
よ
り
、
負
担

調
整
率
が
変
更
さ
れ
、
土
地
の

固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
と

も
に
税
負
担
の
上
昇
が
さ
ら
に

な
だ
ら
か
な
も
の
と
な
る
。

※骨格予算のため、継続事業が中心となっている

仮称南部福祉会館等複合施設建設耶栄 22偲 8，492万円

(継続)

遠藤原一 般廃挺物最終処分場第 2期 監

備事業(継続)

漁港整備事業 ・利用調整事業(継続)

相模小学校校舎改修事業

生徒用パソコン導入関係経費

出縄中谷戸 住宅建て替え事業(継続)

仮称湘南ひらつかピーチセンター盤備

事業(継続)

相模 川 馬 入 地 区 環 境 政備事業

仮称日向岡 トンネル第 1期整備事 業

{継続)

狭あい道路盤備事業

公共下水道整備事業

競輪場第 2センタースタンド整備事業

(継続)

納
期
の
変
更

縦
覧
期
間
の
変
更
に
よ
り
納

税
通
知
惜
の
発
送
は
五
月
九

日
、
第

一
期
納
期
限
は
五
月
三

十

一
日
に
な
る
。

ま
た
、
納
税
通
知
曹
の
最
終

ぺ
1
ジ
に
土
地
・
家
屋
そ
れ
ぞ

れ
物
件
ご
と
の
課
税
の
内
訳
を

記
載
し
た
課
税
明
細
冊
目
を
添
付

し
て
い
る
(
物
件
を
九
件
以
上

お
持
ち
の
方
は
別
送
)
。
こ
れ

は
、
確
定
申
告
の
際
に
お
配
り

し
て
い
る
計
算
書
と
し
て
も
使

用
で
き
る
の
で
ご
利
用
を
。

群
し
く
は
、
資
産
税
課

(内

線
二
九
一
)
へ
。

総
合
公
園
内
に
あ
る
各
施
設
の

利
用
案
内
で
、
そ
の
後
に
各
種

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
住
民
登
録
、

の
届
け
出
や
手
続
き
の
仕
方
、
替
え
に
と
も
な
い
、
ベ
ル
マ
1
戸
籍
屈
町
出
な
ど
三
百
二
項
目

施
設
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
レ
平
塚
の
情
報
な
ど
が
追
加
さ
が
続
い
て
い
る
。
四
月

一
日
の

て
、
音
声
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
と
れ
、
よ
り
充
実
し
た
。
内
容
入
れ
替
え
か
ら
十
日
間

案
内
し
て
い
る
。
今
回
の
入
れ
一
番
人
気
が
高
い
項
目
は
、
で
、
二
千
五
百
五
十
一
件
の
利

ら

0

用
が
あ
っ
た
。

3
↓

利
用
方
法
や
お
知
り
に
な
り

し
1

た
い
項
目
の
コ
1
ド
番
号
を
ご

概
刈

案
内
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、

を

ク

四
月

一
日
に
新
聞
折
り
込
み
で

時
打

お
配
り
し
て
あ
る
が
、
市
民
相

ド

け

談
室
、
各
公
民
館
に
も
用
意
し

ト
日

て
あ
る
。

ぜ
ひ
、
ご
家
庭
の
電

ス
臼

話
の
近
く
に
備
え
付
け
て
利
用

ゼ
ト
へ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

サ

包

ω・
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

M
時
間
・
年
中
無
休
で

テレホンガイド

市
民
相
談
室
(
市
役
所
)
n
i
-
-
一
一
・
内
線
二
九
三

O
人
槽
法
律
相
般
・
義
援

4
月
日
目
(
各
、
5
月
2
臼
(火
)

日
時

t
M時

。
一
般
法
律
相
談

毎
週
水
曜
日
日
時
S
M時
、
予
約
制

。
登
記
供
託
測
量
相
談

5
月
四
日
(
金
)
日
時
5
M時

。
住
宅
相
談

4
月
四
日
(
火
)
、
日
時

t
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
股

5
月
8
日
(
月
)
叩
時
3
日
時

。
下
情
取
引
相
鍛

4
月
初
日
(
木
)
日
時
初
分

i
M
時

。
消
費
生
活
相
鍛
毎
週
金
曜
日
9
時
1
M時

。
一
般
市
民
相
談
毎
週
月
1
金
昭
日
9
時
国
時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
三
一
一

O
青
少
年
相
談

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
i
m時

。
悩
み
ご
と
は

砂ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
l
七
八
=
一
O

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
M時
初
分
(
土
曜

日
は
日
時
1
M時
初
分
)

も
し
も
し
健
康
相
股
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
M
1
一一一一一一

毎
週
月
・
木
昭
回
日
時
i
M時

福
祉
会
館
お
l
ニ
三
三
三

。
専
門
(法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
標
)
相
股

5
月
日
日
(
木
)

日
時
初
分
5
日
時
叩
分
、
予
約
制

。
生
活
支
媛
相
股
毎
週
月
，
、
，
金
岨
臼
8
時
初
分
1
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
3
金
昭
日
8
時
却
分
5
口
時

。
結
婚
相
談

毎

週

日

曜

日

目
時
1
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
一母
子
相
桜

毎
週
月
S
金
曜
日
9
時
S
M時

。
家
庭
児
貧
相
桜
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
S
M時

。
婦
人
相
談

5

月

日
目
(
木
)
叩
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
践
毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
却
分
S
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
普
小
学
校
北
側
)

お

l
六
O
一ニ

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
S
U時

毎
週
月
日
土
曜
日
9
時
3
口
時
(
第
2
・

第
4
土
曜
日
を
除
く
)

筆

談
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美
術
館
で
は
企
画
展
「
十
六

1
十
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画

展
」
を
開
催
す
る
。

数
多
く
の
優
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
絵
画
を
所
蔵
す
る
ル
ー
マ
ニ

ア
国
立
美
術
館
と
ブ
ル
ケ
ン
タ

ー
ル
国
立
博
物
館
。
今
回
の
企

画
展
は
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
精
華
と
も
い
う
べ
き
作
品
八

十
一
点
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

出
品
さ
れ
る
の
は
、
十
六
世

紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
廿
て
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
を
代
表
す
る

ブ
ロ
ン
ジ
1
ノ
、
ク
ラ
ナ
ハ
、

ル

1
ペ
ン
ス
、
レ
ン
プ
ラ
ン

一zmmの
第
讐
会
川

弘
司
マ
イ
タ
一白
川
河
内
恋
案
内
す
一る
以

平成フ年4月 15日

ご
み
が
ど
の
よ
う
な
過
程
で
一
集
す
る
。

処
理
さ
れ
て
い
く
か
を
学
ぶ
、
一
こ
の
見
学
会
は
、
ご
み
の
滅

清
掃
業
務
見
学
会
の
団
体
を
募
一
品
化
と
資
源
化
に
闘
す
る
理
解

(3) 

第 2期分の工事が進む

;a藤原一般廃棄物最終

処分場

ペーテル・パウル・ルーペンス作の

「ネメアの獅与と闘うへラクレスj

ト、

エ
ル

・
グ
レ
コ
な
ど
の
巨

匠
た
ち
の
名
作
。
特
に
エ
ル
・

グ
レ
コ
の
「
聖
母
の
婚
約
」
は、

日
本
側
の
強
い
要
請
に
応
え
て

出
品
さ
れ
る
も
の
で
日
本
初
公

開
で
あ
る
。
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
か

ら
バ
ロ
ッ
ク
、
ロ
コ
コ
に
至
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
魅
力
を
十

分
に
松
能
し
て
い
た
だ
け
る
。

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
を
。

マ
会
期

4
月
幻
自
(
土
)

3
5月
幻
日
(
日
)

・
開
館
時
間
午
前
9
時
却
分

1
午
後
4
時
印
分
(
入
場
は
午

後
4
時
初
分
ま
で
)

と
関
心
を
深
め
、
清
潔
な
地
域

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
。

希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
環
境

衛
生
業
務
課
ご
み
減
量
対
策
係

(
内
線
二
三
九
)
に
お
申
し
込

み
を
。

マ
対
象
自
治
会
な
ど
の
白
人

以
上
の
団
体

マ

実

施

日

火

3
金
隈
日
(
毎

月
羽
目

5
紅
白
は
除
く
)

マ
見
学
施
設
ご
み
集
積
所
、

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
、
資
源

処
理
セ
ン
タ
ー
、
大
神
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
、
遠
藤
原
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
な
ど

県
で
は
新
用
途
地
域
の
指
定

に
伴
い
、
そ
の
紫
案
の
閲
覧
と

乙
れ
か
ら
の
季
節
に
発
生
し
公
聴
会
を
行
う
。

や
す
く
な
る
生
ご
み
処
理
器

・
繁
葉
の
閲
覧

国

土

庁

か

ら

平

成

七

年

の

地

(
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
)
の
笹
虫
や
マ
期
間

4
月

幻

自

(

金

)

価

公

示

が

発

表

さ

れ

た

。

地

価

に
お
い
を
来
然
に
防
止
す
る
補

1
5月
刊

日

(

火

)

の

平

日

公

示

は

、

適

正

な

土

地

価

格

を

助
薬
を
、

J
A湘
南
各
支
所
で

・
時

間

午

前

8
時
却
分

1
午

公

表

し

、

土

地

を

売

買

す

る

際

も
販
売
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
5
時

新

用

途

地

域

の

指

定

に

合

わ

の

目

安

に

し

て

い

た

だ

く

も

の

取
り
扱
う
の
は
、

J
A
湘

南

マ

閲

覧

場

所

県

都

市

計

画

せ

て
、
日
向
岡
地
区
計
画
の
一
で
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

の
城
島
、
岡
崎
、
土
沢
、
金
回
、
課
、
市
都
市
計
画
標
部
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
た
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

旭
、
大
野
、

神
田
、
豊
田
、
金

.
公
聴

会

め

、

手

続

き

条

例

に

基

づ

く

地

標

準

地

の

地

価
、
標
準
地
が

回
、
平
塚
の
各
支
所
。
な
お
、
公
述
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
区
計
画
原
案
の
縦
覧
を
行
う
。
接
す
る
道
路
の
種
類
、
幅
員
、

今
ま
で
ど
お
り
秋
元
房
次
郎
商
公
述
申
出
啓
(
県

・
市

の

都

市

マ

期

間

5
月

2
日
(
火
)
標
準
地
周
辺
の
土
地
利
用
状
況

健
康
福
祉
部
参
事
兼
児
童
福
祉
課
長
民
館
長
小
泉
哲
郎
、
美
術
館
副
館
長
中
川
京
子、

教
育
総
務
課
主
幹

石
塚
幸
爾
、
都
市
計
画
部
参
事
策
関
長
古
谷
奥
炎
術
館
主
幹
塩
川
松
井
功
、
学
務
課
主
幹
兼
学
問
中
係
長

発
審
査
課
長
相
原
英
夫
、
道
路
部
勝
也
、
消
防
本
部
庶
務
課
長
高
津
古
尾
谷
哲
、
体
育
課
主
幹
大
木
伸

参
事
兼
道
路
総
務
課
長
岡
村
民
正
明
、
予
防
課
長
関
野
孝
司
男
-
中
央
図
嘗
館
主
幹
大
谷
忠
克
、

得
、
議
部
容
薬
交
通
安
全
線
長

マ
課
長
・
義
級
昇
格

(

主

義

開

発

図

暫

館

長

奈

良

彦

、

消

矢

野

義

弘

、

河

川

下

水

道

部

参

事

兼

異

動

)

防

署

指

導

課

主

幹

土

方

秀

夫

、

同

下
水
道
建
設
課
長
四
ツ
谷
孝
雄
、
企
画
調
整
課
主
幹
落
合
晋

一
、
石
黒
茂
義
、
世
官
僚
第
一
一
課
長
木

社
会
教
育
部
美
術
館

・
博
物
館
担
当
間
金
目
潟
、
職
員
腺
主
幹
栢
之
川
安
次
郎
、
特
備
第
一
楳
主
幹
今

参

事

衛

星

宏

問

辰

宍

総

務

課

主

将

田

口

一

時

井

暁

同

神

守

靖

史

、

管

備

第

二

マ
課
長
・
主
幹
級
異
動

向
毛
塚
尚
賢
、
財
政
課
主
幹
西
課
長
落
合
稔
、
普
備
第
二
課
主
幹

広
哩
広
聴
課
長
森
田
正
昭
、
情
海
俊
夫
、
同
金
子
保
雄
、
情
報
管
策
消
防
隊
長
山
田
功

報
政
策
課
長
柳
下
康
宍
総
務
楳
理
課
主
幹
福
井
克
郎
、
資
産
税
課

@
退
職

3
月
白
日
付
け

長
大
弁
徹
、
情
報
管
理
課
長
小
主
幹
佐
々
木
英
洋
、
農
産
課
付
主
理
事
兼
企
画
部
長
木
品
俊
雄
、

林
吉
嗣
、
用
地
課
長
今
村
正

一
、
幹
今
井
孝
司
、
商
業
観
光
課
主
幹
同
理
財
部
長
小
出
茂
、
同
健
康
福

収
納
腕
長
辻
村
聴
収
納
醜
主
幹
久
保
田
向

工
業
労
政
課
主
幹
山
祉
部
長
今
井
義
明
、
同
都
市
計
画

戸
塚
和
男
べ
商
業
観
光
課
長
今
井
木
正
、
同
兼
勤
労
会
館
長
熊
沢
姦
部
長
高
木
孝
、
同
教
委
管
理
部
長

昇
、
工
業
労
政
課
長
古
谷
申
、
芸
、
二
、
文
化
行
政
推
進
室
主
幹
兼
文
化
猪
俣
清
吉
、
公
営
事
業
所
長
鳥
海

文
化
行
政
推
進
室
長
飯
尾
良

一
、
振
興
係
長
金
丸
亜
紀
雄
、
女
性
行
雅
槻
都
市
灘
備
部
長
鈴
木
備
宮
、

文
化
行
政
推
進
室
主
幹
兼
市
民
セ
ン
政
推
進
室
主
幹
松
本
信
治
、
福
祉
河
川
下
水
道
部
長
径
田
宮
夫
、
総

タ
1
館
長
佐
藤
斉
剛
、
福
祉
政
策
政
策
課
主
幹
新
井
靖
数
、
児
童
福
務
部
次
長
杉
山
共
郎
、
総
務
部
開

眼
主
幹
平
野
勲
、
児
童
福
枇
眠
主
祉
課
主
幹
尾
崎
寝
間
策
花
水
ム
ロ
発
公
社
担
当
参
事
伊
藤
仁
、
市
民

幹
外
山
松
子
、
総
合
公
園
管
理
事
保
育
園
長
白
井
恭
子
、
建
設
総
務
部
次
長
鈴
木
点
、
健
版
福
祉
部
保

務
所
長
杉
山
輝
、
建
築
課
長
佐
課
主
幹
梶
ケ
谷
利
夫
、
都
市
計
画
険
・
健
康
対
策
担
当
参
事
久
保
田

藤
建
夫
、
下
水
道
建
股
観
主
幹
太
牒
主
幹
小
川
雅
彦
、
同
熊
海
武
昭
、
都
市
計
画
部
開
発
指
導
担
当
参

国
型
文
、
下
水
道
管
理
楳
主
幹
飯
彦
、
開
発
指
導
課
主
幹
兼
建
築
制
盤
都
土
屋
二
三
男
、
辺
路
部
次
長

田
栄
、
市
民
病
院
副
宕
謹
部
長
上
係
長
熊
本
征
平
、
開
発
審
査
課
主
岩
崎
俊
一
、
社
会
教
育
部
次
長

川

家
美
代
子
、
市
民
病
院
副
む
輔
副
部
長
幹
兼
調
査
指
導
係
長
平
田
昭
雄
、
島
照
一
、
社
会
教
育
部
美
術
館
・

鈴
木
文
子
、
議
会
事
務
局
庶
務
幌
長
建
築
幌
主
幹
森
具
宍
道
路
辿
殻
博
物
館
担
当
参
事
大
城
宜
、
理
財

露
木
義
男
、
教
職
員
課
主
幹
山
本
課
主
幹
城
井
健
雄
、
下
水
道
総
務
部
参
事
杉
山
基
、
社
会
教
育
部
参

晴
敏
、
東
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
課
主
幹
杉
山
好
て
下
水
道
建
設
窃
木
村
誠

一
、
社
会
教
育
部
参
事

長
符
木
降
、
北
部
学
校
給
食
共
同
際
主
幹
林
健
司
同
嫌
迎
般
第
三

打
田
勲
、
消
防
署
長
岡
部
健
一
、

調
理
場
長
片
倉
文
男
-
社
会
教
育
係
長
湯
川
宣
則
、
下
水
道
管
理
郡
東
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
八

課
長
坂
田
征
雄
、
体
育
課
長
安
主
幹
兼
庶
務
係
長
上
松
正
己
、
水
木

一
実
、
鈴
鹿
課
付
主
幹
曽
我

膝
守
弘
、
中
央
図
冊
目
館
主
幹
小
川

政
眼
主
幹
白
井
出
、
医
事
課
主
幹
日
、
児
誼
福
祉
課
主
幹
城
所
ミ
サ

進
、
博
物
館
長
岡
本
稔
べ
中
央
公
大
野
重
利
、
監
査
開
主
幹
兼
第
二
係

子、

教
職
員
一
課
主
幹
島
津
隆

一

マ
休
館
日
毎
週
月
曜
臼

マ
観
覧
料
一
般
八
百
円
、

大
学
・
高
校
生
六
百
円
、
中

学

・
小
学
生
四
百
円

生
ご
み
処
理
器

の
補
助
薬
を

人
事
発
令

マ
部
長
級
異
動

企
画
部
長
官
困
惑
=一

(
総
務
部

長
)
、
総
務
部
長
鈴
木
利
明
(
市
民

部
長
)
、
学
校
教
育
部
長
内
田
武
功

(
同
部
長
兼
子
ど
も
教
育
相
骸
セ
ン

タ
ー
所
長
)

マ
部
長
級
昇
格

理
財
部
長
藤
聞
大
勝
(
企
画
部

次
長
)
、
公
営
事
業
所
長
会
田
栄
一

(
企
画
部
次
長
)
、
市
民
部
長
平
野

道
成
(
踏
会
事
務
局
次
長
)
、
健
康
福

祉
部
長
西
ヶ
谷
行
雄
(
環
境
部
次

長
)
、
都
市
計
画
部
長
加
藤
弘
(
同

部
次
長
)
、
都
市
整
備
部
長
神
賀
修

一
(
同
部
次
長
)
、

河
川
下
水
道
部
長

官
向
山
太
郎
(
同
部
次
長
)
、
市
民
病

院
診
療
部
長
荒
井
正
夫
(
採
用
)
、

管
理
部
長
須
田
政
男
(
経
済
部
次

長
)

マ
次
長
級
異
動

企
画
部
次
長
露
木
孝
夫
、
岡
兼

秘
密
部
長
今
井
允
之
、
総
務
部
次

長
中
津
凪
成
、
理
財
部
次
長
石

田
公
昭
、
経
済
部
次
長
野
川
三
郎、

公
営
事
業
所
次
長
兼
事
業
課
長
秋

山
利
吉
、
市
民
部
次
長

川
手
十
芽

実
健
康
福
祉
部
次
長
兼
健
康
課
長

影
井
洋
子、

環
境
部
次
長
兼
環
境
衛

生
業
務
課
長
鳥
海
弘
、
都
市
計
画

部
次
長
兼
都
市
計
画
課
長
久
保
寺

勉
、
同
嫌
開
発
指
導
謀
長
銀
由
里

美
、
都
市
整
備
部
次
長
金
子
弘
毅
、

庖
、
ダ
イ
ク
マ
平
塚
庖
で
も
販

売
し
て
い
る
。

新
用
途
地
域
の

閲
覧
と
公
聴
会

4
月
1
日
付
限
長
級
以
上

前
職
の
掲
載
は
部
長
級
以
上

道
路
部
次
長
清
水
博
、
河
川
下
水

道
部
次
長
嫌
下
水
道
総
務
課
長
大

山
岩
彦
、
市
民
病
院
事
務
局
次
長
兼

庶
務
課
長
山
田
正
男
べ
議
会
事
務

局
次
長
兼
職
事
線
長
大
東
武
夫
、

学
校
教
育
部
次
長
兼
学
務
課
長
田

代
義
則
、
社
会
教
育
部
次
長
新
倉

八
朗

マ
参
事
紐
異
動

企
画
部
参
事
兼
企
画
調
整
課
長

石
塚
伸
明
、
総
務
部
開
発
公
社
担
当

参
事
麻
野
茂
雄
、
理
財
部
参
事
兼

市
民
税
課
長
飯
島
明
生
、
都
市
計

画
部
参
事
兼
建
築
指
導
課
長
牧
野

常
昭
、
学
校
教
育
部
参
事
栄
子
ど
も

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
今
井
光

男
、
社
会
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
担
当
参
事
上
原
医
造
、
消
防
本

部
参
事
兼
防
災
課
長
杉
山
鎮
夫
、

消
防
署
長
杉
田
時
消
防
本
部
予

防
担
当
参
事
青
木
繁
明
、
消
防
本

部
参
事
嫌
轡
防
課
長
相
原
佐
久

二
、
消
防
署
参
事
兼
指
導
課
長
三

谷
正
行

マ
参
事
級
昇
格

(
含
む
昇
格
異
動
)

企
画
部
参
事
兼
交
流
親
善
課
長

栗
原
滋
男
、
市
民
部
参
事
兼
地
域
づ

く
り
幌
長

三
次
克
則
、
健
康
福
祉

部
参
事
兼
福
祉
政
策
課
長
田
中
一

良
、
健
康
福
祉
部
参
事
兼
障
害
福
祉

牒
長
城
田
泰
夫
、
健
康
福
祉
部
参

事
兼
生
活
福
祉
部
長
椎
野
隆
司
、

計
画
課
に
あ
る
)
を
市
都
市
計

画
課
へ
提
出
を
。

マ
公
聴
会
日
時

6
月

8
日

(
木
)
午
後
7
時'・
3
9時

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ

申

出

期

間

4
月

紅

白

(金

)
1
5月
刊
日

(火
)

※
問
い
合
わ
せ
は
県
都
市
計
画

課
(
電
話
附

l
m
l
一
一
一
一

内
線
六
三
五
四
)
、
ま
た
は
市

都
市
計
画
課
(
内
線
四
二
八
)

へ。

i
m日
(
金
)
の
平
日

・
時
間
午
前
8
時
却
分

1
午

後
5
時

マ
場
所
都
市
計
画
課
(
市
役

所
4
階
)

※
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画

課
(
内
線
四
ニ
九
)
へ
。

地
価
公
示
の
閲
覧

地
区
計
画
の
縦
覧

1 ・4月納期の市税・手叡料 '.1.....空首縄市品雪量
f内り北役覧の峨

:・対象税等 i替意思守雲てた
ー三 せ館一二一川 司、

・国民年金保険料 (第1期) S三 は 、 垣 間 利 面
l"_" 、西 町用の

・清掃し尿従量手数料(第1期) ーへ 開図中発を閲
。発哲央指。覧

~ .納期最終日 5月 1日 (月) ; 指館図導 が
1 導 暫 課 で

毎日我が家の火災予防の習慣を

{/ 

一消防署ー

〆「ト

火災が激増している。 3月31日現在

すでに41件と 2日に 1件の割合で発生

している。とのうち放火が14件もある。

家の周りに燃えやすい物を鐙かないよ

う、毎日我が家の火災予防の習慣をつ

けていただきたい。

・家の周りを整理し、燃えやすい物 ー

を置かないように X 
・夜間!こごみを出すのはやめよう

〈ごみは決められだ白、決められた時間に〉

.外出するときは、隣り近所に声を

〈家や物置の施錠を忘れずに〉

・車や二輔車の肢置はし怠いように

・街頭消火器や家庭用消火器の設置場所の確認を今、』広報広聴課広聴担当

(内線 355)

市では、市民のみなさんのご提

案やご意見を積極的にお寄せいだ

だくだめ、「市長への手紙」制度を

設けている。

市長への手紙は、地区公民館等

の公共施設に置いてあるので、ご

利用を。

-問い合わせ



(4) 

最
近
の
円
高
を
始
め
、
海
外

の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
な
い
臼
は

な
い
。
市
民
意
識
調
査
で
も
、

約
八
割
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が

国
際
交
流
に
関
心
が
あ
る
と
回

答
し
て
い
る
。

平
成
二
年
九
月
二
十
一
日
、

平
塚
市
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ

ン
ザ
ス
州
ロ
ー
レ
ン
ス
市
と
姉

妹
都
市
を
提
携
し
た
。
そ
の
後
、

背
少
年
交
流
を
始
め
と
す
る

様
々
な
交
流
を
進
め
て
い
る
。

平
成
三
年
三
月
に
は
神
奈
川

大
学
が
ロ
ー
レ
ン
ス
市
に
あ
る

平成ア年4月 15日

手
軽
に
な
っ
た
海
外
旅
行
や
、
市
内
に
在
住
す
る
外
国
人
の
増
加
な
ど
「
国
際
交
疏
」
が
身
近

な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
様
々
な
団
体
や
大
学
、
企
業
な
ど
が
積
極
的
に
交
流
事
業
を
進

め
て
い
る
が
、
人
と
人
と
の
交
流
が
基
本
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
平
塚
市
国
際
交
流

協
会
は
、
幅
広
い
交
流
を
促
進
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
団
体
聞
の
連
絡
調
整
を
す
る
た

め
に
設
立
さ
れ
た
。

二
年
目
を
迎
え
、
国
際
的
に
も
聞
か
れ
た
街
づ
く
り
に
期
待
が
高
ま
る
。

ω
%の
市
民
、
か
関
山
を

広報ひらつか第 549雪

カ
ン
ず
ス
大
学
と
交
流
提
携
を

し
、
留
学
生
の
相
互
派
遣
や
カ

ン
ザ
ス
大
学
関
係
者
の
平
塚
市

訪
問
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の

一
方
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
や
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
国
際
ソ
ロ
ブ
チ
ミ
ス
ト
な

ど
の
団
体
で
は
、
以
前
か
ら
海

外
の
ク
ラ
ブ
と
の
姉
妹
ク
ラ
ブ

の
提
携
や
相
互
訪
問
、
留
学
生

の
受
け
入
れ
な
ど
の
事
撲
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
連
協
会
平
塚
支
部

で
は
国
連
思
想
の
普
及
と
啓
も

日本語を勉強したい外国人のための日本語教室

火曜クラスと土曜クラスがある

う
を
目
的
と
し
た
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

一

"
e

-m
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市
市
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帽
帽

申
ド

副

都

間
印
式
で
両
市
長
が

外
国
人
労
働
者
は

市
内
に
は
外
国
資
本
の
会
社

を
始
め
数
多
く
の
事
業
所
で
外

国
人
が
働
い
て
い
る
。
.
現
在
、

市
内
に
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
人
は
二
千
八
百
七
十
七
人

(
三
月
三
十
一
日
現
在
)
。
こ

の
数
字
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後

一
時

的
に
減
少
し
た
が
、
そ
の
後
は

再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
て
い

る
。
ま
た
、
実
際
に
は
不
法
就

労
者
な
ど
も
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
二
倍
近
く
の
外
国
人
が
市

内
に
滞
在
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

言
葉
や
生
活
習
慣
の
違
い
か
ら

生
ま
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
も
、
相
次
い
で

設
立
さ
れ
た
。

検
討
委
員
会
で

こ
の
よ
う
に
多
く
の
団
体
や

個
人
が
様
々
な
交
流
活
動
を
繰

り
広
げ
る
中
、
そ
の
活
動
を
促

進
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
や
団
体
聞
の
連
絡
調
整

を
す
る
必
要
性
が
出
て
き
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
昭
和
六
十

三
年
九
月
に
平
塚
市
国
際
親
普

交
流
検
討
委
員
会
を
発
足
さ

せ
、
国
際
交
流
の
基
盤
と
な
る

組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
き
た
。

国
際
安
流
協
会
、
が
誕
生

平
成
六
年
四
月
に
誕
生
し
た

平
塚
市
国
際
交
流
協
会
。
そ
の

目
的
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や

民
間
の
団
体
、
大
学
や
企
業
な

ど
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
幅
広
い

国
際
交
流
事
業
を
市
民
の
み
な

さ
ん
の
手
で
推
進
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
あ
る
。

設
立
さ
れ
て
一
年
を
経
過

し
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
ロ
ー
レ

ン
ス
市
と
の
交
流
や
、
急
増
し

て
い
る
外
国
籍
市
民
の
た
め
の

日
本
語
教
室
の
開
講
や
、
生
活

情
報
の
提
供
な
ど
を
、
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。

五
つ
の
部
会
で

と
の
協
会
は
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
組
織
さ

れ
、
理
事
会
の
決
め
た
大
筋
に

し
た
が
っ
て
、
五
つ
の
部
会
ご

と
に
自
主
的
に
事
業
を
企
画
し

迎
常
し
て
い
る
。

各
部
会
の
活
動
内
容
は
次
の

と
お
り
。

-
編
集
部
会

-
協
会
の
機
関
紙
「
H
I
E
A
」

を
発
行
・
・・
市
民
と
平
塚
市
在
住

の
外
国
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
て
い
る

・
中
心
街
の
イ
ラ
ス
ト
・
マ
ッ

プ
を
作
成
・
・
・外
国
人
向
け
の
地

図
を
通
訳

・
翻
訳
部
会
と
共
同

で
製
作
し
た

-
通
訳
・
翻
訳
部
会

-
行
事
や
調
査
な
ど
で
平
塚
市

を
訪
れ
る
外
国
人
の
通
訳
を
行

っ
て
い
る

・
平
塚
に
在
住
し
て
い
る
外
国

人
の
税
金
や
年
金
の
証
明
告
の

作
成
の
手
伝
い

・
中
国
語
講
座
を
開
催

-
催
し
物
部
会

-
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
み
ん
な
で
た
の
し
も
う
か
い

な
ど
の
催
し
物
を
企
画

・
運
営

・
国
際
理
解
講
座
な
ど
の
研
修

講
座
を
開
催

-
日
本
語
部
会

-
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
外
国

人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
を
開

催・
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
喪
成

avホ
l
ム
ス
テ
イ
部
会

-
外
国
か
ら
の
お
客
様
の
短
期

お
よ
び
長
期
ホ
1
ム
ス
テ
イ
の

受
け
入
れ

・
ホ
1
ム
ス
テ
イ
の
心
構
え
や

効
果
的
な
行
い
方
な
ど
に
つ
い

て
の
意
見
交
換

・
ホ
l
ム
ス
テ
イ
・
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
資
料
を
作
成

250人がカンパーイ

本場 の料理 を紹介

よ

下

健康づくりに
黙々と歩<道
山内直次さん (徳延)

少
し
く
た
び
れ
た
運
動
靴

に
ト
レ
パ
ン
盗
で
、
今
日
も

私
は
散
歩
し
ま
す
。

私
は
静
岡
に
四
十
年
ば
か

り
住
み
、
そ
の
後
平
塚
に
移

り
、
今
年
で
十
六
年
に
な
り

ま
す
。
北
国
で
生
ま
れ
育
っ

た
私
に
と
っ
て
温
暖
な
地
、

特
に
湘
南

・
平
原
は
、
あ
こ

が
れ
の
地
で
し
た
。

私
の
散
歩
は
、
糖
尿
病
の

宣
告
を
受
貯
て
か
ら
始
め
た

も
の
で
す
。

初
め
は
義
務
的

な
も
の
で
し
た
が
、
八
年
も

続
け
て
い
る
内
に
す
っ
か
り

楽
し
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。

徳
延
に
住
ん
で
い
る
の
で

歩
く
コ
1
ス
は
静
か
な
通
り

が
多
く
、
私
も
黙
々
と
歩
い

て
い
ま
す
。
纏
か
ら
西
に
向

か
う
と
、
す
が
す
が
し
い
姿

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

の
富
士
山
が
眺
め
ら
れ
る
場

所
に
出
ま
す
。

こ
こ
の
眺
め

は
、
い
つ
も
私
を
元
気
づ
付

て
く
れ
ま
す
。

日
向
岡
の
山
す
そ
か
ら
田

園
風
景
が
閲
廿
た
迫
を
、
湘

南
平
を
右
に
眺
め
な
が
ら
歩

き
続
げ
る
と
、
高
麗
山
が
近

づ
き
ま
す
。
高
鹿
山
は
春
に

は
桜
、
秋
に
は
紅
葉
で
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
最
後
に

河
内
川
に
出
て
、
え
さ
を
つ

き

6

い
ば
む
白
鷺
や
、
川
面
を
跳

ね
る
紙
の
群
れ
を
眺
め
、
私

の
散
歩
は
終
わ
り
ま
す
。

こ
の
散
歩
は
、
命
の
果
て

る
ま
で
、
と
言
う
と
い
さ
さ

か
お
お
げ
さ
で
す
が
、
元
気

な
聞
は
続
財
る
つ
も
り
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
散
歩
道
が
こ

の
ま
ま
の
姿
で
い
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

〈送
り
先
〉
一T
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
企
画

部
広
報
広
聴
課

「私
の
好
き

な
散
歩
道
」
係
。

手供疋ちガ家族と一緒に楽しい

野外活動を過ごすことにより、 親

子の情愛を深め、lω身ともに健全

な子供の成長を図るため開くもの。

ぜひ、子供と一緒にご参加を。

開催日 5月の休臼
(地区によって異なる場合がある)

実施方法 28小学校区でゲーム等

いろいろな催しガある

背少年鯨育成係
(包括32ー7029)

-問い合わせ
ー-..‘』

社 会 教 育 腕 ( 内 線528)

第26回蒸気機関車写生会を開<
文化公園にある蒸気機関車の写生

会。友達と誘い合ってご参加を。

とき 5月14日(臼)
午前9時30分~午後3時

雨天の場合は21日(日)延期

ところ文化公圏内

052型蒸気機関車周辺
・対象 市 内の 小学生、幼稚闘・保育園児

・持ち物 えのぐ、クレヨン、画板(画用

紙は当日会場で 1人 1枚ずつ配布)

.f雀し ミニSL試乗会

(午前10時~午後 2時30分)

-応募作品 当日会場で受け付ける ※問い合わせ
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一一一一日古川品川一一
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J

・一一一一烹丸公一…-一一…一…一…一

二
つ
の
点
が
ま
だ
不
十
分
だ
と
迎
い
を
認
め
合
い
、
納
得
で
き

一一一対コ
J
キ

登

羨

…三

一
…
川
…
後
一
一

反
省
し
て
い
ま
す
。
る
よ
う
に
努
力
す
る
の
が
本
当

川

義

弘

今

日

後

必

議

ふ

み

…

限

努

一つ
め
は
語
学
力
不
足
で
、
の
国
際
理
解
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
英
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
も
今
後
は
国
際
理
解
に
役
立
つ

川

猪
熊

創

誉

総

説

滋

賢
一，銀

総

お
彰

ぷ

っ
と
練
習
す
る
必
要
が
あ
る
と
活
動
を
す
る
つ
も
り
で
す
。
例

肘
刊
誌
お
弘
uww…ぷ山花
ι
d
M
:いい結山ド川内
Mmkkhpw以内山
1
0

伝一…
-
V

いいいい…沿い
H
・H
-
J
K

田
山
い
ま
す
。

え
ば
、
講
演
会
を
開
き
、
日
中

i-

l

一

の
団
体

・
法

人

。

二

つ

め

は

国

際

理

解

に

つ

い

文

化

の

違

い

な

ど

に

触
れ
て
み

1.，‘胴1J」
協
会
が
発
足
し
て

一
年
が
経

て

で

す

。

日

本

人

と

の

会

話

や

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

i-
園
内
』
姻

/νι
一

過

し

た

が

、

組

織

も

事

業

も

よ

交

際

の

中

で

、

自

分

が

日

本

人

ま

た

、

い

ま

や

っ

て

い

る

中

中・F
冶
単
Z

Z

り
幅
広
く
、
深
く
充
実
さ
せ
て

一

年

間
は
長
い
人
生
の
中
で
あ
っ
た
一
年
で
し

た

。

を

理

解

し

て
い
る
つ
も
り
で
い
国
語
講
座
を
続
け
た
い
と
思
つ

φ

汁

ふ

?

に

一

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぜ

一
瞬
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
で
も
、
私
は
外
国
人
と
し
て
日
本
社
ま
す
が
、
何
か
う
ま
く
い
か
な
て
い
ま
す
。
こ
の
間
警
日
中

e
本
ダ
⑤
ル
=
λ
h
u
J

ひ
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
平
塚
市
国
際
交
流
協
会
に
入
っ
会
に
入
り
こ
み
、
み
な
さ
ん
と
く
て
、
と
き
に
は
シ
ョ
ッ
ク
が
友
好
の
窓
口
に
広
げ
て
い
き
た

ル
小
道

丞

ョ

三

さ
ん
に
会
員
に
登
録
し
て
い
た
た
こ
の

一
年
間
は
、
私
に
と
っ
良
い
お
友
達
に
な
ろ
う
と
思
い

大
き
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

i

いぽ

¥-一
戸
川
蛾
4

」

だ
い
て
、
国
際
交
流
の
か
貯
橋
て
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
つ
つ
過
ご
し
た
一
年
で
あ
り
、

分
が
我
慢
し
て
日
本
人
に
似
た
と
に
か
く
、
自
分
の
力
を
粕

2
tν;領
土

と
な
っ
て
活
臨
し
て
い
た
だ
き
協
会
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
喜
界
選
管
生
か
し
て
、
世
よ
う
な
行
動
を
と
り
、
妥
協
す

一
杯
出
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

昨

年

度

、

国

際

交

流

協

会

の

た

い

。

貸

し

て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
界
に
も
っ
と
貢
献
し
た
い
と
努
る
の
は
国
際
理
解
に
反
す
る
と
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ど

会
員
に
登
録
し
た
の
は
、
二
百
年
会
費
は
、
個
人
が
二
千
円
、
な
活
動
の
中
で
勉
強
が
で

き

、

め

た

一

年

で

あ

り

ま

し

た

。

思

い

ま

す

。

う

ぞ

み

な

さ

ん

よ

ろ

し

く

お

願

四
十
二
人
の
個
人
と
、

二
十
三

団
体

・
法
人
が

一
万
円
。
申
し
経
験
を
つ
み
、
大
き
な
成
果
の
一
年
間
を
経
過
し
て
、
次
の
積
極
的
に
お
互
い
の
文
化
の
い
い
た
し
ま
す
。

僕
も
中
に
入
っ
ち
ゃ
お
う

小
学
校
の
入
学
式
が
、
新
し
い

し
た
。

道
具
は
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
る
か
な

始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
い
晴
天
の
四
翌
日
の
は
じ
め
て
の
通
学
で

月
五
日
(
水
)
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
、
六
年
生
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
ん
に
連
れ
ら
れ
て
横
断
歩
道
を
渡

っ
て
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
連
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
み

れ
ら
れ
た
新

一
年
生
は
最
初
の
う
ん
な
で
か
わ
い
い
一
年
生
を
見
守

ち
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
す
っ
て
い
き
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(5) 広報ひらつか

はや く友達つくろうね

平成フ年4月 15日

安
要
女
全
身
に
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け
て
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の毎月第 1・3土曜日

・時間 14時~16時

・会場青少年会館体育館

-対象 小学 4 年生~6 年生

・定員 20人(先着順)

-持ち物 バドミントンおよび卓球の

ラケッ ト、 体育館シューズ、ジャージ、

タオル

・費用無料

・申込期限 5月14目

。休館日 毎週月曜日、

月 3目、 4目、 6目

。青少年会館

干 254浅間町12-41

:領勺⑤ 伶
(全 8回)

E3・...司
5 

(臼)

4月29日、

包括32-7029

【パンの花、 ルナ ・フローラ展】

-期間 4月20日 (木) ~25日(火)

【環境保全ポスター展】

-期間 4月19日(水)~25目
。 「遠い昼 ・近い昼 J :会こども美術教室 「版画教 室J [ 【湘南美術研究会展】

・期!日] 4月23日(臼)まで : ・日程 5 月 13 日(土)~平成 8 年 3 月 ; ・期間 4 月 26 日(水) ~ 5 月 2 日(火)
「地球をかすめる小惑星J : 23日(土)の毎月第2、4土昭日(会20回) : 【松尾咲心教室発表展】

・期間 5 月 6 円(土)~ 7 月 9 日(日 ) ・時間 10時~12時 j ・期間 4月26日(水) ~30臼

@投影臼時 土 ・回日夜日、11時と14時 : ・会 場 背少年会館美術室 j 【平塚写真連盟展】

。観 覧 料 100円 j ・対象 小学 4年生~中学 3年生 : ・期間 5月 3日(祝) ~ 7日

; 会寄贈品コーナー展示 ; ・定員 20人(先着順) : 【林オキ油絵展】
-持ち物彫刻万など : ・期間 5月10日 (水) ~16日(火)

会移 動図書 館 「あおぞら 号J [r地質部門:地震と平塚の地盤J : ・費用 3.000円{材料費として) : 【あとりえはなひで ・みんなの花凶

平塚の情断10;1などを紹介 j ・申込期限 5月 7日(臼) : Part II】

「あおぞら号」は、約3000冊のおと : ・期間 4月29臼(祝)まで : -̂-- v..，. ~~ ¥¥I:ttJyr;:， : ・期間 5月11日(木) -'-16日
:ヵ こどもスポーツ教室な向け図宮、こども向け図利、雑誌、 : r人文 ・自然部門:新資料紹介J : ..， --.._"，#~ . ， 7""~ 0休館日 毎週月曜日

紙芝居を積んでいる。昨年、車が新し j 市民のみなさんから寄贈された資料 ; バドミントンと点球をしよう。 :0美術館

くなり雨よけ用テントがついたため、 j を紹介 : ・日程 5 月 20 日(土)~ 8月26日(土) : 〒254西八幡1-13 電話35ー2111

・・4・・・......~砂・4・・・・・.・・..........・4・・4・.・・・・4・・・4・・・・・4・・・・・・...~・・・・4・・..~砂・..~砂

会市民アートギャラリー

<.*) 

(臼)

(火)

(臼)

平塚海岸に打ち上げられた動物・植

物 ・人工物を集めて調べる。参加自由

・日時 5月13日(土)9 時30分~11時

: 30分、雨天時中止

・集合花水川橋平塚側たもと

O休館回 毎週月陥目、月末

。博物館

〒254浅間町12-41

雨の臼も貸し出しを行っている。日程

や時間は、広報ひらつか 1日号 で毎月

お知らせしている。どうぞご利用を。

O休館日 毎 週 月l嶋田、月末

。中央図書館

〒 254浅 間 町12-41

0北図書館

干 254田村5155- 1 

0西図書館

〒254山下760- 3 

fU話 31ー 0415

fll話53-1232

E凶・・Eョ・E司

。 4月 16日 (日) 10時、 14時、 中央館

「咲ちゃんのおふろ屋さんJ
@ 4月23日 (日)10時、 14時、

「容を呼ぶ瀬戸 の小J.bJ
@ 5月 7日 (白)10時、 14時 、中 央 館

「まいとのテントウムシ」

「ふしぎなメルモ」

。 5月 14日 (日) 10時、 14時、 中 央 館

ru険 者たちーガンバと 7匹のなかま」

会資料展示

「特集:映画生誕百年記念展」

・期 WJ 4月28fl<金〉 まで

・場所 中央館貸出室

「特集:宮 沢賢治生誕百年記念展J
・期間 5月 3回(祝) ~23日 (火)

・場所 中央館貸出室 ・こども室

会映画会

中央館

世話33-5111

E言--言E君主・

m話36-3555

会プラネタリウム

会 16ミリ映写機操作技術講習会

.11時 5月27f1 <土)9 時~16時50分

・会場 中央館 3階会議室

-定良 市内にお住まい、お勤め、ま

たは通学 しているカ30人(先約順)

・費用 500円(テキスト代として)

・持ち物怨記用兵、昼食

・申込 先 中央館視聴党ライブラリー
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